
タマリバタケ
提案型協働事業 令和６年度 事業計画書

特定非営利法人neomura × 世田谷区



1. 事業計画

2024年5月

7月

8月

9月

10月

ハタケの作付け計画
エントランスづくりワークショップ

タマリバのイベント企画（七夕等、夏の催し物と絡めた）
社会福祉協議会、福祉団体との連携開始
ワークショップ（何を実施するか、から地域住民や関係者で話し合う）

地域防災拠点としての計画づくり
井戸掘り、囲炉裏づくり等
夏の収穫祭

収穫物をその場で調理する収穫ワークショップ
防災を見据えたワークショップ

農の意識醸成のためのイベント開催（リアルorオンラインは要検討）
秋の収穫祭



1. 事業計画

11月

12月

2025年1月

2月

苗、収穫物、土を近隣へ配布

近隣レストラン（楽ちん堂）等との連携
来年度（協働事業終了後）以降の運営体制、場所確保等について区と協議

冬野菜の種植え、苗植え
参加者へのアンケートによる定量アウトカム評価レポート作成

冬の収穫祭
餅つき

苗、収穫物、土を近隣へ配布
近隣住民、レストラン等と収穫祭

















2. コミュニティ状況（オンライン）

Facebookグループ 746名（2024年5月） 



2. コミュニティ状況（オンライン）

世田谷区からの参加者 214名



3. 情報発信

通信のリニューアル中



3. 情報発信



3. 情報発信



3. 情報発信



4. 協働評価

neomura ・コロナの状況変化に伴い、参加人数は以前より増えてきている。

・参加者の自主的な活動による様々な取組みにより、作物の学びと収穫体験等による農の楽しさを共感したり、コミュニティが育まれる
場になってきている。

・neomuraの活動を通じた多様な人間関係により、多様な人を集めることができた。（年齢層も子供から高齢の方まで）

・比較的スケジュールどおりに進んだ。また、課題であった上野毛地域の方々からの参画が明らかに増えてきており、良い傾向が伺え
る。

・「タマリバ」と「ハタケ」において各ワークショップを開催するなど、農とコミュニティ形成づくりを行った。

担当課 ・人つながりによる交流の場の理解は進んでいるところであり、生きがいや健康づくりとしての居場所として定着し始めている。

・また、農的体験や収穫体験により、作る・学ぶ・食等への関心は高くなっている。また、少なからずみどりを守ることや環境への意識
変化は持ってきていると考えられる。

・公共用地の有効活用の観点からも、費用対効果は高いものがあり、他の公有地への展開にかかる検討材料になるものと考える。



5. 課題

neomura ・コミュニティづくりは時間がかかるものであるが、まちに緑と活気をもたらすより大きなイベントの必要性がある。

・コミュニティの人つながりにおいて、SNSで集められない層への手当てが必要である。

・近隣住民のさらなる参画が必要である。

・より多くの人が「ふらり」と参加できるような機会づくりが必要となっている。

・来年度以降の継続体制、区との連携スキームをつくっていく必要がある。

担当課 ・コミュニティ形成は、多世代がかかわって育むものであるが、そのキーパーソンづくりに時間をかける必要が

ある。地域に必要なコミュニティマネージャーの存在は大きいが、一人では難しい。

・魅力的な居場所づくりに必要なお祭り（イベント）の継続性が求められる。

・SNSで集められない高齢者層等へのアクションは必要である。

・農的な活動としての農体験や学びの回数を増やす必要がある。

・みんなが来たがる居場所づくりとしての環境整備が必要である。（魅力創出、情報発信など）



7. 今後の予定

・タマリバ、ハタケ、イベント・ワークショップについては、運営上安定的に稼働で
きているので、継続的に運営予定。

・看板の設置やエントランスの改良を通じて、さらなる地域への密着を図る。

・防災文脈での場作りに取り組む。

・今後も定期的なアンケート調査等を行う。

・連携団体との情報交換及び連携事項の調整・実施。
　社会福祉協議会、高齢福祉課（NPO団体「語らいの家」）、 野毛青少年地域交流センター等




